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取　組　状　況
1. エンジニアリングデザインの教材開発
第5学年の実験実習にて実施するエンジニアリングデザインの教材開発を行っ
た．開発した教材を用いて，実社会における複雑な状況から課題を見出し，そ
の課題を解決するアイデアをプレゼンテーションとしてまとめ，実際の大会参加
まで導いた．

2. 学会にて優秀ポスター賞を受賞
卒業研究にて指導した学生が2022年電子情報通信学会 総合大会 ISS特別企
画「ジュニア＆学生ポスターセッション」にて優秀ポスター賞を受賞した．

1. 学術論文
・竹下虎太朗, 福永修一, 田中覚, 黄緒平. プライバシ保護機能を持つベータダ
イバージェンスを用いたロバスト線形回帰. 電子情報通信学会論文誌 A, Vol.
J105-A, No. 6, 2022.

2. 学会発表
・若山裕輝, 福永修一. M 推定と全最小二乗法を用いたロバスト動的モード分
解. 電子情報通信学会総合大会「ジュニア＆学生ポスターセッション」, 2022. (優
秀ポスター賞を受賞)
・福永修一, 石元大雅. 混合自己回帰モデルを用いた筋電モーメントからの手
の動作認識. 電子情報通信学会 MEとバイオサイバネティックス研究会, Vol.
121, No. 389, MBE2021-87, pp. 1-4, 2022.
・小久保燎太, 福永修一. ベータダイバージェンスを用いたロバスト自然方策勾
配法. 電子情報通信学会情報論的学習理論と機械学習研究会, Vol. 121, No.
419, IBISML2021-46, pp. 53-60, 2022.
・福永修一, 小久保燎太. ポートハミルトン系のための決定論的方策勾配強化
学習法. 第9回計測自動制御学会制御部門マルチシンポジウム, 1E2-4, 2022.
・福永修一, 岩本有生. ポートハミルトン系のための陰的自然方策勾配強化学
習法. 第64回 自動制御連合講演会, 2021.

1. 全国高等専門学校プログラミングコンテスト専門委員
2. 計測自動制御学会 制御部門 機械学習で加速する制御理論 調査研究会 幹
事


